
課　名
指定
番号

事　　業　　名
第１四半期
担当課の評価

ＤＸ・行政改革室 １ 市民サービスデジタル化推進事業 やや取組が遅れている。

公共施設マネジメント室 ２ 市民室内プール在り方検討事業 計画どおり進行している。

市民課 ３ 市民課窓口業務等委託事業 計画どおり進行している。

地域包括ケア課 ４ 災害時在宅医療提供体制強化事業 計画どおり進行している。

公共施設マネジメント室
複合公共施設準備室

５ 旧庁舎用地利活用事業 計画どおり進行している。

協働コミュニティ課 ６ 旧し尿処理施設用地及びストックヤード用地利活用事業 やや取組が遅れている。

令和８年度 　　　進行管理対象事業一覧表



年 月 日

様式第２号(第６条関係)

令和 ８ 年度 事務事業進行管理・執行状況報告書

担当課の評価

27 デジタル化推進

課(室) 内線 4805

国分寺市事務事業進行管理規則第６条の規定により、執行状況を報告します。

第
３
四
半
期

課題

第
４
四
半
期

取組状況・成果
担当課の評価

課題

市長
政策室
記入欄

※　作成者→所管部長(部の取りまとめ)→市長政策室(整理)→政策経営部長(調整)→市長

計画的な執行の視点から（執行計画書の進行状況を踏まえて）

　市公式ＬＩＮＥの新たな機能として、ドッグラン利用申請と職員安否確認が実装され、デジタル化が順調に進
んでいる。ＬＩＮＥ導入における利点整理と庁内への展開は、計画から約１か月後ろ倒しになっているものの、
次期に実施する目途が立ったことから、今後は計画どおりの進行が見込まれる。第２四半期においては、年間約
55,000件の申請がある粗大ごみ受付の機能実装に向けて、関係課と緊密に連携した上で取り組む必要がある。ま
た、市民サービスの更なる向上を目指し、庁内でＬＩＮＥ活用の有用性が高い手続を選定するとともに、導入に
向けた検討を進めていただきたい。

事　　業　　名

取組状況・成果
担当課の評価

課題

執
行
状
況

執行

取組状況・成果

取組状況・成果

令和

年度 ～

30

担当課の評価

ドッグラン利用申請及び職員安否確認を実装し、各担当課において、順調に
運用されている。また、粗大ごみ受付、成人式事業等の手続について、機能
実装に向けて担当課と協議を開始した。
一方で、LINEの利点整理及び庁内展開については、ドッグラン利用申請の実
例を踏まえて資料を作成しており、７月中の庁内展開を見込んでいる。

政策経営 部 ＤＸ・行政改革６８

１

作成日

第
２
四
半
期

第
1
四
半
期

市民サービスデジタル化推進事業

令和 - 年度計画事業年度

新規機能を検証・実装するためのア
カウントが不足しているため、今年
度中のアカウント追加を検討する。
粗大ごみ受付は、業務委託を行って
いるため、受託者と協議を行ったう
えで、導入スケジュールを調整する
必要がある。

令和

施策名
指定番号

７

やや取組が遅れている。

課題



年 月 日

執行
様式第２号(第６条関係)

令和 8 年度 事務事業進行管理・執行状況報告書

作成日

国分寺市事務事業進行管理規則第６条の規定により、執行状況を報告します。

課（室） 内線 4301公共施設マネジメント令和 30 政策経営

施策名
事　　業　　名

取組状況・成果

指定番号

８
07 文化芸術・スポーツ

年度 ～
２

市民室内プール在り方検討事業

令和 - 年度計画事業年度 令和

課題

取組状況・成果
担当課の評価

第
1
四
半
期

今年度成果のアウトプットや次年度以降
実施する検討内容を想定し、手戻りなく
着実に進行出来るよう業務を実施する必
要がある。

課題

課題

市長政
策室
記入欄

※　作成者→所管部長(部の取りまとめ)→市長政策室(整理)→政策経営部長(調整)→市長

計画的な執行の視点から（執行計画書の進行状況を踏まえて）

　本事業に関連する上位計画との位置付けの整理や、今後の在り方の検討に向けた関係課との調整が順調に行
われ、スケジュールは計画どおりに進行している。第２四半期においては、サウンディング型市場調査の実施
に当たり、民間のノウハウを生かした多様な提案が受けられるように取り組む必要がある。また、市民アン
ケートやワークショップを通して丁寧に市民の意見聴取を行い、市民ニーズを踏まえた持続可能な施設の在り
方に可能な限り意見を反映していただきたい。

執
行
状
況

第
３
四
半
期

課題

第
４
四
半
期

第
２
四
半
期

担当課の評価

部６８

取組状況・成果
担当課の評価

計画どおり進行している。

担当課の評価
取組状況・成果

・上位計画等や施設利用状況等、関連情報を整理するなど、新プールの基本的な在
り方検討を開始した。検討に当たっては、関係課を含めた庁内検討会議を開催して
情報共有・意見集約を実施している。進捗については、５月開催の公共施設等マネ
ジメント推進本部へ報告後、６月の特別委員会へ報告した。
・市民アンケートの調査票を作成し、７月からの実施に向けた準備を整えた。
・第２四半期に実施予定のサウンディング型市場調査や市民ワークショップ、それ
以降に実施予定のパブリック・コメントについて、遅滞なく進行が出来るよう調整
を進めた。



年 月 日

様式第２号(第６条関係)

令和 ８ 年度 事務事業進行管理・執行状況報告書

担当課の評価

31 行財政運営

課(室) 内線 6043

国分寺市事務事業進行管理規則第６条の規定により、執行状況を報告します。

第
３
四
半
期

課題

第
４
四
半
期

取組状況・成果
担当課の評価

課題

市長
政策室
記入欄

※　作成者→所管部長(部の取りまとめ)→市長政策室(整理)→政策経営部長(調整)→市長

計画的な執行の視点から（執行計画書の進行状況を踏まえて）

　窓口業務の円滑な委託に向けて、公募型プロポーザルによる選定事業者との契約や市民課窓口マニュアルの統
一化などが順調に行われ、スケジュールは計画どおり進行している。第２四半期においては、９月から開始する
マイナンバーカード窓口交付の委託に向けて、委託事業者のノウハウを活用した上で、マニュアルの精度を高め
るとともに、業務フローの見直しを図っていく必要がある。あわせて、職員の専門性を要する業務や制度設計・
業務改革に注力できる環境を整えていただきたい。

事　　業　　名

取組状況・成果
担当課の評価

課題

執
行
状
況

執行

取組状況・成果

取組状況・成果

令和

年度 ～

30

担当課の評価

３社の申し込みがあり、事業者選定審査委員会でパーソルビジネスプロセス
デザイン株式会社ＢＰＯ事業本部が選定され、６月23日に契約締結した。募
集上限金額464,223千円に対し、契約金額は389,019千円である。完全委託後
における令和９年度の市の人件費の削減額104,200千円に対し、委託費は
102,157千円となった。

市民 部 市民６８

3

作成日

第
２
四
半
期

第
1
四
半
期

市民課窓口業務等委託事業

令和 11 年度計画事業年度

全庁的に窓口時間の短縮を検討して
いるため、受託事業者へ選定審査委
員会において質問したところ、年度
途中での時間変更に伴う契約額の変
更に対応したことはこれまでないと
の回答を受けている。窓口来庁人数
に変更はないため、金額が大きく変
更になることはないと想定される
が、事業者と契約変更に向けた調整
が必要となる。

令和

施策名
指定番号

8

計画どおり進行している。

課題



年 月 日作成日

第
２
四
半
期

第
1
四
半
期

災害時在宅医療提供体制強化事業

令和 ９ 年度計画事業年度

全国的にも在宅医療における地域Ｂ
ＣＰを策定している事例が少ない状
況であり、先進的かつ類似する事例
が少ないため、参考資料の収集が困
難である。都の支援アドバイザーの
意見をいただきながら進める必要が
ある。

令和

施策名
指定番号

７

計画どおり進行している。

課題

執行

取組状況・成果

取組状況・成果

令和

年度 ～

30

担当課の評価

　昨年度実施した地域関係者へのヒアリング結果を整理し、在宅医療におけ
る地域ＢＣＰを策定するうえで検討が必要となる課題を抽出し、その中から
特に重要となる課題を重点課題として設定した。
　国分寺市災害時在宅医療提供体制等検討委員会を開催し、今年度検討する
内容、ワーキングループを設置し検討を進めること等を決定した。
　ワーキンググループのメンバー候補へ参加の打診を行い、ワーキンググ
ループ開催に向け、情報収集等準備を進めた。

福祉 部 地域包括ケア６８

４

市長
政策室
記入欄

※　作成者→所管部長(部の取りまとめ)→市長政策室(整理)→政策経営部長(調整)→市長

計画的な執行の視点から（執行計画書の進行状況を踏まえて）

　前年度のヒアリング結果を取りまとめるとともに、今後検討が必要となる課題の抽出と重点課題を設定するな
ど、地域ＢＣＰ策定に向けた準備が順調に行われ、スケジュールは計画どおり進行している。第２四半期におい
ては、実務者によるワーキンググループが開始されることから、災害時における在宅医療制度の提供に当たって
の課題の整理や留意事項について遺漏のないよう、東京都の支援アドバイザーやコンサル委託事業者と緊密に連
携し、丁寧に検討を進めていただきたい。

事　　業　　名

取組状況・成果
担当課の評価

課題

執
行
状
況

第
３
四
半
期

課題

第
４
四
半
期

取組状況・成果
担当課の評価

課題

担当課の評価

17 高齢福祉

課(室) 内線 6007

国分寺市事務事業進行管理規則第６条の規定により、執行状況を報告します。

様式第２号(第６条関係)

令和 ８ 年度 事務事業進行管理・執行状況報告書



年 月 日

市長政
策室
記入欄

※　作成者→所管部長(部の取りまとめ)→市長政策室(整理)→政策経営部長(調整)→市長

計画的な執行の視点から（執行計画書の進行状況を踏まえて）

　旧庁舎等の解体工事が着実に進むとともに、ＣＭ事業者を活用して関係課や事業者と緊密な調整を行い、複合
公共施設内の設備等の配置や仕様の最適化を図るなど、事業が順調に行われ、スケジュールは計画どおり進行し
ている。第２四半期においては、市民参加のためのワークショップやアンケートの実施が予定されていることか
ら、丁寧に市民の意見聴取を行い、可能な限り条例作成に反映していただきたい。また、指定管理者制度の導入
に向けたサウンディング型市場調査については、民間のノウハウを生かした多様な提案が受けられるように取り
組む必要がある。

執
行
状
況

第
３
四
半
期

課題

第
４
四
半
期

第
２
四
半
期

担当課の評価

第
1
四
半
期

①・複合公共施設については、令和８年度中の
設計業務完了に向けた進捗管理を行うととも
に、運営面と両輪で検討を進め、設計に着実に
反映させる必要がある。
①・総事業費・コストについて適時適切な管理
を行い、必要に応じてVEを検討するとともに、
物価・建設費高騰への対応を視野に入れる必要
がある。
②・７〜８月の市民参加（ワークショップやア
ンケート）で、図面を用いた丁寧な意見収集を
行う。既存条例の改正も見据え、９月以降の条
例作成に確実に反映させる。
②・第二回定例会報告を踏まえ、７〜８月の事
業者対話を遅滞なく進める。供用開始と同時の
指定管理導入に向け、事業性や自主事業の可能
性を精査し、第四回定例会報告と次年度の募集
準備へつなげる。

計画どおり進行している。担当課の評価

①・複合公共施設実施設計については、昨年度末の契約後に事業者から提案されたプランのメ
リットを活かしながら、利用者の利便性（サービス）の最大化と効率的な施設運営の両立を目指
し、さらに最適な配置や仕様となるよう検討を進め、第二回定例会にて基本図の報告を行った。
検討に当たっては、CM事業者を最大限活用しつつ、担当課係長の分科会や担当課課長の専門部
会、事業者との設計定例会議を実施し、手戻りの生じない着実な進行に務めている。
①・旧庁舎等解体工事については、旧本庁舎地下躯体の解体作業を予定通り進めた。
②・東京都と連携し、大学生を対象とした市町村事業PRの一環として、10月1日開催予定のワー
クショップ『ボードゲームで考えよう！「温浴施設と複合公共施設」のあるまちづくり』の実施
手法について、検討・具体化を進めた。
②・複合公共施設の具体的な運用検討に向け、条例整備の進め方を整理した「条例整備の方向
性」及び民間のノウハウを活用する「指定管理に関するサウンディング型市場調査の実施要項」
をまとめ、第二回定例会で報告した。
【共通】
・先進事例調査のため、広島県廿日市市の複合公共施設を視察し、運用面における先進的なノウ
ハウ・事例を収集した。
・地域住民の協力が不可欠な本事業について、事業への理解を深め、不安感の解消と期待感の高
揚につなげることを目的に、５月28日、30日に企画提案地元向けお披露目会を開催し、２日間で
82名に参加をいただいた。

課題

課題

取組状況・成果
担当課の評価

担当課の評価

取組状況・成果

取組状況・成果

取組状況・成果

指定番号

５
５

旧庁舎用地利活用事業

令和 10 年度計画事業年度 令和

課題

施策名
事　　業　　名

市民 部 4215②複合公共施設準備 課（室） 内線

29 公共施設マネジメン
ト年度 ～

執行
様式第２号(第６条関係)

令和 ８ 年度 事務事業進行管理・執行状況報告書

国分寺市事務事業進行管理規則第６条の規定により、執行状況を報告します。

作成日 部６８ 4301課（室） 内線①公共施設マネジメント令和 30 政策経営



年 月 日作成日

第
２
四
半
期

第
1
四
半
期

旧し尿処理施設用地及びストックヤード用地利活用事業

令和 10 年度計画事業年度

・実施設計が遅延しているものの、
スケジュールへの大きな影響はな
い。
・ストックヤード用地の境界確定が
遅れているため、用地の所管替えが
遅れている。
・施設のコンセプト、条例、管理等
の協議を要するものが控えており、
計画的に進める必要がある。

令和

施策名
指定番号

5

やや取組が遅れている。

課題

執行

取組状況・成果

取組状況・成果

令和

年度 ～

30

担当課の評価

４/20閉会中総務委員会で、新もとまちプラザの機能や今後の予定ついて報告を行っ
た。 また、７月の閉会中総務委員会で施設の機能などについて最終報告を行う。
６月上旬に、設計会社より立面図や仕上表などの図面等が示され、これまでに調整し
てきた基礎の内容が変更されていたため説明を求め、発掘調査への影響が無いか確認
するように指示した。また、新たに工程表が示され、設備等の詳細設計が７月末、積
算は９月中旬を予定しており、９月補正に向けて概算見積が６月末までに提出され
る。
文化財発掘調査委託契約締結に向けて仕様書の確認を行い、基礎変更による影響など
の最終確認をして、９月の発掘調査開始に向け進めていく。

市民 部 協働コミュニティ６８

６

市長
政策室
記入欄

※　作成者→所管部長(部の取りまとめ)→市長政策室(整理)→政策経営部長(調整)→市長

計画的な執行の視点から（執行計画書の進行状況を踏まえて）

　新もとまちプラザに新たに加わる機能や設備等を実施設計に反映させることができた一方、建物基礎部分の変更
を事由に補正予算の調整が生じたことから、スケジュールにやや遅れがみられる。第２四半期においては、文化財
発掘調査が遅滞なく開始できるよう、今後の工程やスケジュールについて事業者と調整し、適切に進行管理する必
要がある。また、観光・スポーツ機能の運用検討に当たっては、関係課と緊密に連携して進めていただきたい。な
お、ストックヤード用地の境界確定と所管替えが早期に完了できるよう、引き続き関係課と調整していただきた
い。
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10 地域連携

課(室) 内線 1301

国分寺市事務事業進行管理規則第６条の規定により、執行状況を報告します。

様式第２号(第６条関係)

令和 ８ 年度 事務事業進行管理・執行状況報告書


